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液晶性を支配できた結果である O 更に，ここで合成した金 イソシアニド錯体から金一アルコキシカルベン錯体を合
成し，モノトロピック転移ではあるが液晶性を示す初めての金属 カルベン錯体を創製することもできた。
論文審査の結果の要旨
本論文は，新規な有機金属液晶の分子設計と合成並びにその構造と j夜晶性の関係についての研究結果がまとめられ
たものである O ホスフィン配位子を持つ白金アセチリド錯体やイソシアニド配位子を持つ金錯体など新しい有機金属
液晶の創製に成功し，分子構造と液晶性の関連，更に結晶中での分子配列と液晶性について興味ある知見を得るなど，
有機金属液晶の基礎研究として意義深く，よって，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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